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⚫2023 UNU School Visit 特集

⚫海外から3つの団体が見学に！

2023 UNU School Visit 特集

直接行って、質問しないとわからないことをたくさん聞けて、良い経験となりました。将来外交官になるのが夢ですが、今日の経験を活かし

ていきたいです。（高校生）

国連大学の会議室を見ることが出来て、迫力に驚いた。（中学生）

国連大学と聞いて「何か特別な大学」と漠然と思っていたが、さまざまな「顔」を持ち国連機関の中でも特別な立ち位置であることと、

それを活かして世界各国の研究所で全てのSDGsの目標について研究しているというスケールの大きさに驚くばかりだった。（高校生）

言語や自分の興味関心を大切にして生活したいと思った。毎日の積み重ねで英語でコミュニケーションをとれるようにしたい。（高校生）

Through the program I have learned many things that are beneficial for me to learn, it can be help me with my future 

and the future of my country. (high school student)

普段は見られない貴重な場所まで経験させていただき、自分の将来に活かせそうだと感じた。（高校生）

外交官や国連職員になりたいという夢を持っていても具体的な方法が分からなかった生徒など、多くの生徒が今回の見学を通し、新たな

知見を得たのではないかと思います。大変お世話になりました。（引率者）

感想はこちらから

国連大学協力会では、国際協力やSDGsに

関心のある方を対象に、国連大学と国連大

学協力会の活動のご紹介、国際会議場の見

学を中心とした国連大学本部ビル見学ツアー

「UNU School Visit」を実施しております。

今号では2023年を特集してお届けいたします。

2023年に実施した件数は、2022年の15件を

大幅に上回る31件となり、主に日本の高校

生を中心に700名を超える方が参加しました。

国連大学と国連大学

協力会の役割の違い

を説明します

国連にどうして大学が

あるの？

何をしているの？

様々な疑問が一挙に

解決！

2つの国際会議場

を巡ります。

国連の会議に

参加した気分を

味わおう！

ピラミッド型をした

国連大学ビルを

背景に記念撮影
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UNU School Visitのお申込みはこちらから

海外から3つの団体が見学に！

これまで国連大学協力会で

実施したツアーについては、

ホームページでご覧いただくこ

とが出来ます。

お申込み、お問い合わせは

こちらから

日本の高校生や大学生が参加者の中心を占める見学会ですが、2023年は海外から3団体が来てくれました。

UNU School Visitもいよいよ海外進出。国連大学を海外の皆様にも知っていただく良い機会となりました。

参加者：日本文化交流センター主催の日本ASEAN友好協力50周

年記念事業「JENESYS 日本・ASEAN・東ティモール高校生交流 」の

来日メンバー44名（インドネシア、カンボジア、シンガポール、

タイ、東ティモール、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、 マレーシア、ミャンマー、

ラオス）

アジアに唯一本部を置く国連大学の役割を知るために、見学に来てく

れた高校生。国連大学や国連大学協力会のレクチャーのあと、国連

大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）の大学院生4名が

参加し、4つのグループに分かれて交流しました。

参加者：韓国蔚山市教育委員会15名

蔚山市内にESD（持続可能な開発のための教育）のセンター設立に

向けた視察のため国連大学を訪問。

通常の見学プログラムに加えて、UNU-IASプログラム・コーディネーターの

小西美紀さんからESDに関するレクチャーが行われました。UNU-IAS

アカデミック・プログラム・オフィサーのJonghwi Park先生が韓国語で

より詳細な説明をしてくださり、充実した時間となりました。

2023年12月1日実施 公益財団法人三菱UFJ国際財団

2023年10月20日実施 韓国蔚山市教育委員会

2023年8月1日実施 JENESYS

参加者：日本国内の大学院に留学している三菱UFJ国際財団

の奨学生9名（韓国、台湾、中国）

日本に留学しているUNU-IASの大学院生と情報交換し、交流を

広げ、国際理解をさらに進める目的で来訪。通常の見学プログラ

ムに加えて、UNU-IASの大学院生5名と交流の時間を持ちました。

3～4名のグループに分かれ、自己紹介や研究内容などをフリートー

キング。連絡先交換にも余念がなく、新たな交友関係を広げること

が出来たようでした。

三菱UFJ国際財団は、国連大学協力会jfScholarship賛助会員

として、2020年からUNU-IASの大学院生の生活費を支援してくだ

さっていますが、見学会にご参加いただいたのは今回が初めてのこと。

毎年行いたいとのお声を私達事務局も嬉しく拝聴いたしました。

参加者全体の10％が海外の団体から
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